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魚のおいしさをはかる 

企画・資源利用研究課 井上 美佐 

 

「脂が乗った魚はおいしい」とよく言われます。もちろん魚のおいしさは脂

の量だけで決まるものではありませんが、おいしさの一つの目安になっている

のは確かです。では魚の脂の量はどのようにしたら分かるのでしょうか？大き

さでしょうか？獲れる時期でしょうか？実はおいしさの目安となっている旬の

時期でも、個体ごとに脂の乗りはさまざまなのです。  

スーパーマーケットでは、スイカやイチゴ、ブドウ、ミカンなどが「この〇

〇は糖度 12 度以上です」などと表示されて売られているのを見かけます。これ

は近赤外線を利用した装置で果物を傷つけることなく、外側から糖度を測り確

認しているのです。それと同じように近年、魚の脂の量を測ることができる機

器が開発され市販されています（図１）。体脂肪測定計と同じ原理で測定するた

め、魚を傷つけることはなく、その場ですぐに測定

することができます。水産研究所ではこの機器の改

良に携わり、これまでにマダイ鮮魚の脂肪含量を測

定できるようにしました。 

今や全国津々浦々で魚のブランド化が進められ

ており、そのブランドを構築する一つの基準となっ

ているのが脂の乗り（脂肪含量）です。大分県の有

名な「関さば」「関あじ」では漁獲域や漁法、漁獲

後の処理、流通方法などが細かく決められています

が、脂質含量は高すぎないように工夫されています。 

また島根県では「どんちっちあじ」というブランドがあり、漁獲時期、サイ

ズのほか、脂肪含量が 10％以上という基準を設けています。 

水産研究所ではこれまでに行ったマダイ鮮魚のほか、マハタ鮮魚、ウマヅラ

ハギの肝臓脂肪含量を魚を傷つけず測定できるように取り組んでいます。漁業

者さんからは活魚測定の要望も多くいただいておりますので、魚が生きている

状態での脂肪含量測定にも挑戦中です。活魚で脂肪含量が測定できれば、養殖

魚の育成や選別・出荷に役立てることもでき、品質のそろった魚を出荷するこ

とができます。 

魚に脂肪含量が表示されれば、乾物、塩蔵品などの加工や調理に、より最適

な方法を選択することができます。脂が少なめでさっぱり、あっさりした魚や

脂が良く乗ったコクのある魚など、消費者の方の嗜好や健康状態においても好

ましい脂の量の魚を選択することができるようになるでしょう。 

出荷、加工、外食産業における調理の場面ではもちろん、スーパーマーケッ

トの魚売り場でも「この魚は脂肪含量 12％です。お刺身に最適！」「脂肪少な

め。揚げ物にどうぞ」などと表示された魚が並ぶのは、そう遠いことではない

と思っています。 

図 1 非破壊魚品質状態測

定装置による脂肪含量測定 
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１．三重県における魚類複合養殖の導入状況 

平成 25 年度における三重県内の魚類養殖業者 1 経営体あたりの養殖魚種と

尾数に関する資料（経営体数＝150 件）をもとに魚種数や魚種の組み合わせの

実態を調査した結果を図 1 に示します。 

1 経営体あたりの魚種数は、1 魚種である場合が最も多く全体の 73％を占め

ました。次いで 2 魚種が 19％、3 魚種が 7％、4 魚種が 1％でした。1 魚種の

内訳をみると、マダイが 82％と最も多く、次いでブリ、カワハギ他でした。  

2 魚種の組み合わせでは、マダイ＋シマアジが 31％と最も多く、次いでマ

ダイ＋マハタ他の組み合わせでした。3 魚種は経営体数が少ないですが、マダ

イ＋シマアジ＋マアジの組み合わせが多かったです。  

以上のことから、本県においてはマダイの単独養殖が全体の半数以上を占

めており、複合養殖の導入割合は 27％であることがわかりました。また複合

養殖では、マダイをベースにシマアジやマハタの組み合わせが多いことが明

らかとなりました。 

 

２．魚類複合養殖導入によるリターンとリスクの変化 

複合養殖を導入することによる経営安定化の効果を分析する方法として、

まず養殖魚の月ごとの価格のデータをもとにその増減率を求めます。  

例えば、ある月の魚種 A と魚種 B の価格がともに 100 円と想定します。そ

の翌月の価格が A は 100 円から 150 円に上がり（＋50 円）、B は 100 円から

50 円に下がった（－50 円）とすると、両者の増減率は「増減した金額÷もと

の月の価格」と計算して、 

A は「50 円÷100 円」で 0.5（50％） 

B は「-50 円÷100 円」で-0.5（-50％） 

となります。 

このようにして月ごとの増減率を求めて、一定期間における増減率の平均

値をリターン、平均値からのバラツキの大きさを示す分散（または標準偏差）

をリスクとして計算します。すなわちリターンが大きいとは商品（＝養殖魚）

の価値が向上し、収益性が良い傾向にあることを意味します。またリスクが

大きいとは商品の価値が大きく変動し、経営が不安定に陥りやすいことを意

味します。 

 

３．リスクを最小化するには 

複数の養殖魚を持つ経営体のリターンとリスクは、それぞれの養殖魚のリ

ターンとリスクを合わせた結果ということになります。そのうち、リターン

はそれぞれの増減率の平均値となるのですが、リスクはそうなりません。な

ぜなら、魚種 A と魚種 B の価格の変動傾向が逆であれば、値が相殺されて複

数魚種を合わせた平均値のバラツキは小さくなる傾向があるからです。  

例えば、商品 A と B の価格の変動を示した図 2 のうち、（Ⅰ）では A と B

の増減変動のパターンが同じで、（Ⅱ）では両者の変動が逆になっています。     
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殻長 20 ㍉程度になったら、袋か

ら取り出す必要があります。 

 

２．採苗器からの稚貝の収集と選別 

適正に「採苗器」を設置し管理が

できれば、半年に 1 度、殻長が 20

㍉以上のアサリ稚貝が「約 500 個/

袋、約 1kg/袋程度」採集することが

できます。 

① 収集と選別の手順 

稚貝の収集選別には、フルイと

バット、稚貝用の網袋を準備しま

しょう（表 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

採苗器の中に入っている細かい

泥や砂を、海水で洗い流します（完

全に干上がった状態より、少し潮

があるほうが作業しやすいです）。

フルイで砂利（カキ殻加工固形物

含む）と稚貝を選別します。フル

イの下に丸棒をかませるとふるい

やすくなります。フルイを通過し

た砂利（カキ殻加工固形物含む）

には、小さな稚貝も混じっている

ので、ふるい終わった後は、網袋

の中に戻し、再び干潟に設置し再

利用します。 

② その他の注意事項 

網袋の状況を確認し、破損や汚

れがあれば、補修と清掃を行う必

要があります。採苗器を設置した

初回は、稚貝の採集までに 1 年程

度かかる場合がありますが、2 回目

以降は、砂利に稚貝が混じってい 

フルイ
1cm以上の目合のもの
（ 稚貝を砂利とカキ殻加工固形物
から選別します． ）

バッ ト
ふるい終わった砂利とカキ殻加工
固形物を受けます．

網袋 採集したアサリ稚貝を入れます

フルイによるアサリの選別 

採集したアサリ稚貝（水洗い後） 

採苗器から収集選別したアサリ 

 

採苗器の水洗い作業 

表 2 収集と選別に必要な機材 
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るため、半年に 1 度、稚貝を採集することができます。伊勢湾南部の干潟

に設置した網袋採苗器からは、半年で一袋あたり平均 1.3kg、750 個のア

サリ稚貝を採集することができました。 

 

３．収集選別したアサリの生残率の高い場所へ放流 

「採苗器」から収集選別したアサリは、殻長が 20 ㍉前後であるため、漁獲

サイズ（35 ㍉）程度に成長するまで、育成させる必要があります。育成方法

として、③放流と④垂下養殖があります。ここでは、生残率の高い場所への

放流について説明します。 

この手法は、伊勢湾のように元々良好なアサリ漁場があり、水深が浅く垂

下養殖が難しい場所に適しています。 

① 放流場所の選定 

放流先は、生残率の高い場所

を慎重に選ばないと、せっかく手

間をかけて採集したアサリが無

駄になってしまいます。放流先は、

以下の項目に注意して選びまし

ょう。 

 

ア．波浪が弱い場所 

イ．貧酸素水塊が来ない場所 

（水深 DL-3m 以浅） 

ウ．干出時間が長くなるなど、激

しい寒暖にさらされない場所 

（DL+1m～-3m） 

エ．大雨や台風時に淡水にさらさ

れない場所 

オ．底質がヘドロでない場所 

 

普段成貝が安定的にとれる漁

場などは適地です。アマモが生育

する場所の周辺域は、波浪が弱く、

貧酸素の影響も少なく、放流適地

となるため、選定の際の目安にな

ります。 

② 放流後の資源管理 

放流場所は漁獲サイズ（殻長 35

㍉以上）に成長するまでは禁漁区

にするなどして、成長後漁獲しま

しょう。 

選別収集したアサリ稚貝の放流 

漁獲は放卵後の 35 ㍉以上の 
アサリにしましょう 
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アサリは殻長が 35 ㍉を超える

と、よりたくさんの卵を産むこと

が知られています。次世代のアサ

リ資源を残していくためにも、漁

獲は 35 ㍉を超えたものにしまし

ょう。 

 

４．収集したアサリの垂下養殖 

「採苗器」から採集したアサリは、

殻長が 20 ㍉前後であるため、漁獲サ

イズ（35 ㍉）程度に成長するまで、

育成させる必要があります。 

育成方法として、③放流と④垂下

養殖があります。ここでは、垂下養

殖について説明します。 

この手法は、鳥羽以南の静穏なリ

アス式海岸の水深の深い海域で、

元々カキ養殖や真珠養殖等を行って

いた遊休筏を再利用するのに適して

います（新たに垂下養殖を行うには、

区画漁業権が必要になるため、お近

くの農林水産事務所の水産業普及指

導員にご確認ください）。 

 

５．その他 

① 垂下養殖 

垂下養殖の詳細な手法については、

別途「下記の資料」を参照ください。 

●水産研究所だより 

研究成果情報：No.25 平成 27 年６

月「養殖アサリを地域の特産物に」 

（http://www.pref.mie.lg.jp/comm

on/content/000396062.pdf） 

●水産研究所研究成果パンフレット

漁業者が取り組む着底基質を用いた

アサリ種苗の採集技術

（http://www.pref.mie.lg.jp/comm    

on/content/000661721.pdf） 

 

 

採苗器で採集したアサリを入れた丸カゴ 

伊勢湾南部で育成後漁獲された 
特大サイズのアサリ 

養殖筏を用いた垂下養殖 




